


1 はじめに

2 映像を活用したCIMの提案

3 平成27年度今治管内舗装補修他工事における映像CIMの活用方針(案)

　具体的には、以下の三項目を実施していきます。

①

・

・ 　交通保安要員の片側交互交通規制方法及び、工事用車輌の規制内へ
の進入及び規制外への退出時の誘導と規制内での工事用車輌の誘導・
作業員の安全確保及び通行車輌に対して注意喚起状況を記録する。

「映像を活用したCIM」の提案

平成27年度今治管内舗装補修他工事(西瀬戸自動車道KP37.420～KP37.589)　

株式会社　愛亀

　「公共工事の品質確保の促進に関する法律　平成17年3月31日付け　法律第18
号」(以下「公共工事品確法」という)が、平成17年4月1日より施行されている。

　本工事の映像CIM導入の目的は、施工現場の映像情報を、施工者に限らず発注
者とも共有し、施工情報の見える化を実現する現場管理手法の実践であります。

　本来のCIMの目的は、現場の工事情報をデータモデルに体系づけて集積し、施工
情報の共有化、共通化、資産化するための情報化と考えますが、本工事のように工
期が一年に及び、施工場所が変わる場合、施工情報をデータモデルに体系化し集
積することはスキル的にも容易ではなく、情報化やCIM化を進めることが難しい現況
があります。

　【公共工事品確法の主たる目的】は、公共工事の品質確保に関する基本理念及
び、発注者の責務を明確にすることであり、「価格競争」から「価格と品質で総合的
に優れた調達」へ転換することである。また、本法律は、総合評価制度として発注者
をサポートすることを狙いにもしている。そのため、技術提案は、品質の視点で施工
管理や出来形を据え、発注者の視点で発注者にとって有益な提案を求めることが
必要要件になると考える。

　本提案は、本工事の特性を踏まえてITスキル的・コスト的に負担の少ない方法で、
的確に品質管理や安全管理を効果的に行う「映像を活用したCIM」を実施することで
す。
　映像を活用したCIMの特徴は、構造物の形状情報や重機材の位置情報などの施
工情報を「タイムラプス映像」に置き換えて、施工から供用までの共有性を求めるも
のです。
※タイムラプス映像は、インターバル撮影、微速度撮影とも言われ、長時間撮影された映像
を短い時間に圧縮している。例えば8時間の映像を5秒のタイムラプス映像に生成すると、3
分程度で再生できる。

　日常での映像管理による道路交通や生活通路への工事現場による渋滞発
生や交通事故などの未然防止

　本工事は、片側交互交通規制時が多く、交通規制による交通障害を
日々映像による検証をして、現状に対応したガードマンの配置や規制の
案内方法等、工事管理を行う。
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②

・

・

・

・

③

・

・

・

　日常の映像利用による齟齬の無いコミュニケーションにより、手戻りが少な
い無駄のない作業の徹底による低炭素など環境負荷の低減

　前日に撮影された映像を、毎朝の現場の打ち合わせなどコミュニケー
ションに活用し、日々の施工の進め方や安全の徹底など、誤解や思い込
みの無い職場づくりを行い、非効率や不具合作業を低減させ、施工の効

　施工中、現場にて撮影した記録映像は、施工現場の妥当性の証明とし
て、発注者側(JB本四高速)へ完成書類と共に提出する。

　撮影した映像は、映像CIMのデータベースで収録することで、容易に時
系列や工種別に、その記録を閲覧できるように情報の共有性を高め、今
後の施工技術に活用できるように知財化する。

　施工の効率とともに資機材計画など最適投資や、現場内でレスペー
パー化や、作業時間の厳守など、建設作業のCO2発生など環境負荷の
低減に努めていく。

　定期的に行う現場作業員への安全教育には、その都度映像を持ってコ
ミュニケーションを進め、具体的なリスクの理解とその対応についての共
通認識をもつことで現場の安全意識や行動を徹底させる。

　現場の映像を本社の安全責任者と品質証明員が、日常的に確認するこ
とで、現場の担当者以外の視点で、現場の安全、品質への対応修正など
について現場へのコミュニケーションの活性化により多面的管理の徹底
により安全性の向上と高い品質向上を図る。

　工事全般の品質管理など施工の妥当性の証明

　定点カメラと移動カメラを活用して工事全般に限られた立会いや検査
を、補う上で映像およびサーモグラフ画像などにより施工品質や材料品質
を確認し、日常的な品質管理を実施する。
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5 導入効果

映像CIM導入による各管理項目別に効果を示す。

4

品質管理
手順間違いやヒューマンエラーなどに起因す
る品質の不良があった場合映像を見返すこと
により検証できる

作業手順を映像で確
認することで品質の確
保が検証できる

5

出来形

全体の映像を見て見栄えの良し悪しが判断
できる構築物の映像より見

栄えが確認できる

2

安全管理
保安設備等の異常、現場内での事故けが等
について、録画映像を検証することによりそ
の原因が特定できる

現場状況の変化、事
故原因等を録画映像
にて検証できる

3

工程管理
日々の作業内容や作業量が映像に残ってい
ることから工事の進歩が見て確認でき工程
管理に反映することができる

日々のタイムラプス映
像により進捗状況が
見える化できる

№ 概要(効果) 詳細(内容)

1
ネット上でLive映像を見ることができるので、
現場から離れた本社技術者(品質証明員等)
が毎日現場を確認できる。

現場管理

リアルタイムに映像で
現場が確認できる
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.映像利用項目

番
号

利用項目 内容 目的 関連する資料

1
情報の共通・共有化による
施工の見える化

作業所・発注者・会社とが現場映像情報を
リアルに共有することにより、意思の疎通
を図り、工程・品質・安全の各場面におい
て有効活用を図る。

情報共有

2 現場教育・社内教育・技術の伝承
映像を保存して、現場教育及び社内教育
に活用する。

情報共有

1
舗装施工時の温度変化による
時間管理

表面温度(ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨ温度分布)からの舗装
面の最適施工時間の確認

品質の証明

2 各工種の施工方法
工事全般に渡り施工方法・手順が適正に
行われていることを映像にて確認する。

品質の証明

3 交通規制作業の記録
一日の交通規制作業の記録確認
(施工時の車線規制、車輌誘導のスムーズ
さを記録して証明すること)

安全管理
1日/1回、規制状況を
ドライブレコーダーにて記録
する

災害発生時に事前事後の状況を映像にて
確認する事で、現場状況を把握し対処す
る。

映像情報をWeb環境下で情報共有すること
で、問題発生時等には施工者と発注者で
の迅速な意思決定を可能にする。

災害対応

映像情報及び技術の保存としての利用

施工計画の妥当性の証明としての利用

現場状況確認としての利用

1 災害発生時の現場状況把握
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 本
日
の
ご
紹
介
内
容

  
1
 

１
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
一
覧

 

２
．
ク
ラ
ウ
ド
レ
コ
ー
ダ
ー
と
は

 

３
．
ク
ラ
ウ
ド
レ
コ
ー
ダ
ー
の
特
長

 

４
．
デ
モ

 

５
．
パ
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ケ
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型

 ク
ラ
ウ
ド
レ
コ
ー
ダ
ー
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導
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事
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の
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．
ま
と
め
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 ３
. 
ク
ラ
ウ
ド
レ
コ
ー
ダ
の
特
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4
 

離
れ
た
現
場
の
管
理
・
運
用
を
効
率
化
で
き
ま
す
！

 

見
た
い
シ
ー
ン
を
見
逃
さ
な
い

 

外
出
先
で
も
モ
バ
イ
ル
端
末
で
確
認

 

過
去
の
状
況
も
振
り
返
っ
て
確
認

 

動
き
検
知
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

 

導
入
・
運
用
の
負
担
が
少
な
い

 

必
要
な
と
き
に
す
ば
や
く
利
用
開
始
可
能

 

維
持
管
理
の
コ
ス
ト
や
手
間
を
抑
制

 

カ
メ
ラ
ご
と
の

I
D
個
別
設
定
／
変
更
不
要

 

簡
単
操
作
で
す
ぐ
に
使
え
る

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
い
ら
ず
の
簡
単
操
作

 

端
末
に
合
わ
せ
た
専
用
画
面
で
使
い
や
す
い

 

見
た
い
場
面
に
す
ば
や
く
ア
ク
セ
ス

 

デ
ー
タ
保
存
も
安
心
・
安
全

 

大
切
な
デ
ー
タ
を
安
全
に
お
預
か
り

 

画
像
デ
ー
タ
の
不
正
利
用
や
漏
え
い
を
防
止

 

サ
ー
バ
ー
と
カ
メ
ラ
間
の
通
信
異
常
を
メ
ー
ル
通
知
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1
2
 

 ７
．
ま
と
め

 

防
犯
対
策

 
＜
現
地

 録
画
装
置
＞

 

複
数
現
場
の

 
遠
隔
管
理

 
＜
ク
ラ
ウ
ド

 録
画
サ
ー
ビ
ス
＞

 

更
な
る
映
像
活
用

 

＜
例
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
現
場
で
カ
メ
ラ
と
ク
ラ
ウ
ド
レ
コ
ー
ダ
ー
が
利
用
で
き
れ
ば
＞

 

【現
状
】
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
映
像
活
用
は
、
防
犯
対
策
か
ら
現
場
管
理
へ

 

•
 窃
盗
や
盗
難
（
資
材
、
重
機
、
工
具
、
設
備
、
図
面

 等
）

 

•
 作
業
進
捗
管
理
（
進
捗
レ
ポ
ー
ト
の
写
真
活
用

 等
含
む
）

 

•
 現
場
の
指
導

 
 （
経
験
が
少
な
い
監
督
者
・
作
業
員
）

 

•
 業
務
効
率
向
上
（
複
数
現
場
を
掛
持
ち
）

 

•
 工
事
の
段
階
確
認
：
映
像
記
録
を
活
用
し
、
不
適
切
な
施
工
防
止

 
•

 安
全
面
へ
の
対
策
：
定
期
監
査
、
教
育
指
導
で
活
用

 

＋
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現
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機
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○
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＋
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○

○
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○
○

○

４
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（
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ｎ
ｄ
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○

×
×

×
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○
○

（
Ａ

ｎ
ｄ
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○
○
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○

５
ス
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フ
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（
ｉＰ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
）

○
× ※
3
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× ※
3

× ※
2

○
○

○

６
Ｕ

－
Ｂ

Ｏ
Ｘ

○
×

○
×

○
○

○ ※
4

×

※
１

機
種
に
よ
り
動
画
撮
影
に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
機
種
選
定
の
際
に
は
事
前
に
弊
社
に
て
動
作
確
認
さ
せ
て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
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 A
ll 

rig
ht

s 
re

se
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.

15

※
2

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
A
n
d
ro
id
）
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
iP
h
o
n
e
）
の
倒
れ
検
知
に
関
し
ま
し
て
は
、
ご
要
望
に
応

じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
可
能
で
す
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
標
準
搭
載
さ
れ
た
重
力
セ
ン
サ
ー
、
又
は
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
利
用
す
る
方
式
）

※
3

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
iP
h
o
n
e
）
の
屋
内
位
置
把
握
、
お
よ
び
動
画
撮
影
に
関
し
ま
し
て
は
、
ご
要
望
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
可
能
で
す
。

※
4

U
-
B
O
X
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ビ
ー
コ
ン
を
用
い
た
エ
リ
ア
進
入
検
知
は
で
き
ま
せ
ん
。
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